
ま
ち
の
ひ
と

－
多
久
で
見
つ
け
た
－

あ
ッ
!

「
第

76回
 多

久
山

笠
」（

「
第

76回
 多

久
山

笠
」（

JR多
久

駅
周

辺
JR多

久
駅

周
辺

） ） 

２
０
２
4

２
０
２
4

第第 6262
号号

令
和
６年
　

令
和
６年
　

９９月
定
例
会

月
定
例
会

市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り



　令和 ６ 年 ９ 月市議会定例会は、 ９ 月 ２ 日から２５日まで（会期２４日間）開かれました。今回は ８
人の議員が市政一般に対する質問を行いました。市長から提出されました１７件（条例 ３ 件、予算
３ 件、決算 ８ 件、その他 ３ 件）の議案について審議を行い、いずれも原案どおり可決したほか、
意見書 ２件を可決しました。

 令和 ６ 年　 ９ 月定例会

（
甲
議
案
）
予
算
以
外
の
議
案

　
多
久
小
城
医
療
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

�　
令
和
７
年
７
月
に
開
院
し
ま
す
「
公
立
佐

賀
中
央
病
院
」
に
つ
い
て
、
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
、
一
部
事

務
組
合
か
ら
企
業
団
に
移
行
す
る
た
め
の
規

約
の
変
更
で
す
。

　（
主
な
変
更
点
）

　
◎
組
織
名
や
組
織
の
長
の
名
称
変
更

　
◎
病
院
経
営
の
専
門
家
を
任
命
で
き
る

　
　
規
定
の
追
加

　（
施
行
日
）　
令
和
７
年
７
月
１
日

　�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

�　
職
員
が
業
務
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
更
新

に
よ
る
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
で
す
。

　

�　
今
回
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
県
と
県
内
市

町
で
の
共
同
購
入
に
よ
り
調
達
費
用
の
圧
縮

を
し
て
い
ま
す
。

　（
購
入
す
る
物
品
及
び
数
量
）　

　
　
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン　
３
２
０
台

（
乙
議
案
）
予
算
に
関
す
る
議
案

　�

令
和
６
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）�

　
・�

保
育
施
設
等
給
食
支
援
事
業

　
　（
７
３
８
万
６
千
円
）

　�

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
物
価
高

騰
に
よ
る
給
食
材
料
費
の
一
部
を
支
援
す
る

た
め
の
経
費

　（
対
象
）　
市
内
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

　（
内
容
）�　
園
児
一
人

当
た
り
年
額

１
万
１
千
円

を
上
限
に
保

育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
へ

補
助
し
ま
す
。

　
・
児
童
手
当
支
給
事
業

　
　（
５
，６
１
０
万
５
千
円
）

　�

　
児
童
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
６
年

１0
月
分
か
ら
支
給
期
間
の
延
長
や
児
童
手
当

の
増
額
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費

　（
拡
充
内
容
）

　
①
所
得
制
限
の
撤
廃

　
②�

高
校
生
世
代
ま
で
の
支
給
期
間
の
延
長

　
③�
多
子
加
算
に
つ
い
て
第
３
子
以
降
３
万
円

の
支
給

　
④�

支
払
い
月
を
年
３
回
か
ら
隔
月（
偶
数
月
）

の
年
６
回
に
変
更

　
※�

初
回
支
給
は
令
和
６
年
１２
月
か
ら

　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
事

業
（
３
，１
５
０
万
円
）

　�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
の

接
種
単
価
の
増
額
お
よ
び
接
種
見
込
み
者
数

の
増
加
に
よ
る
委
託
料
増
加
に
要
す
る
経
費

　
・�

公
立
佐
賀
中
央
病
院
整
備
事
業

　
　（
６
，６
８
４
万
８
千
円
）

　�

　
公
立
佐
賀
中
央
病
院
の
整
備
に
伴
う
、
組

合
運
営
経
費
、
県
道
改
良
事
業
負
担
金
、
新

病
院
へ
の
移
転
費
用
に
関
す
る
経
費

　
・�

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会LO

CAL

　
　JAPAN

展
参
加
事
業

　
　
（
３
２
２
万
５
千
円
）

　�

　
通
称
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
に
自
治
体

参
加
催
事
『
「Resolution of LO

C
A
L 

９
月
定
例
会
の
主
な
議
案
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議案質疑議案質疑
田渕　　厚
■�一般観光行政に要する経費
3，248千円について

Ｑ  �この事業の詳細は。
Ａ  �2025年日本国際博覧会、略称「大阪・関

西万博」の期間中に開催される自治体参
加催事「Resolution of LOCAL JAPAN
展～地域が創る日本と地球のいのち輝く
未来～」に参加するための経費です。

Ｑ  参加するメリットは。
Ａ  �万博中の来場者数は国内外合わせ約

2，820万人が見込まれ、万博は、人・モ
ノを呼び寄せる求心力発信力がありま
す。SNSなどを活用し、特産品や観光の
魅力を発信することにより関係人口・交
流人口の拡大に寄与できると考えます。

Ｑ  参加後の効果は。
Ａ  �多久市のふるさと納税の拡大、特産品の

PR、観光客増などの効果が期待できます。

提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること

JA
PA
N

展
」
～
地
域
が
創
る
日
本
と
地
球

の
い
の
ち
輝
く
未
来
～
』（
愛
称
「LO

C
A
L 

JAPAN

展
」）
に
参
加
に
要
す
る
経
費

　（
開
催
期
間
）　�

令
和
７
年
７
月
２６
日
か
ら
８

月
１
日
の
う
ち
４
日
間
程
度

　（
開
催
場
所
）　�
大
阪
・
関
西
万
博
会
場　
夢

洲　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ

　
◆�

６
億
９
５
０
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
１
８
３
億
８
，１
４
１
万
８
千
円
と

す
る
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

�

令
和
６
年
度
多
久
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

�　
前
年
度
繰
越
金
を
基
金
に
積
み
立
て
、
前

年
度
精
算
償
還
金
を
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
す

る
議
案
で
す
。

　
◆�

９
，２
７
６
万
１
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
２７
億
６
，８
８
７
万
４
千
円
と
す
る

補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

�

令
和
６
年
度
多
久
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

�　
前
年
度
繰
越
金
を
事
業
主
体
の
広
域
連
合

へ
納
付
す
る
議
案
で
す
。

　
◆�

５
５
５
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

３
億
５
，８
５
１
万
６
千
円
と
す
る
補
正

予
算
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【　賛　否　表　】

議案番号
議　案　名

※議案などについて、賛成、反対の双方
あった場合のみ、掲載しています。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １1 １2 １3 １4 １5
議
決
結
果

彌
冨
　
博
幸

田
渕
　
　
厚

香
月

正
則

坂
口
　
絹
代

中
島
　
慶
子

千
北
　
政
利

鷲
﨑
　
義
彦

尾
形
　
武
史

廣
橋
　
時
則

市
丸
　
勝
義

渡
島
　
幸
司

中
島
　
國
孝

古
賀
　
公
彦

小
川
　
三
郎

野
北
　

悟

議案甲第２１号 多久市個人番号の利用等に関する条例の
一部改正する条例 ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 原案可決

意見書第２号

地方財政の充実・強化に関する意見書に
対する修正案 ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ― 修正案可決

地方財政の充実・強化に関する意見書
（修正案以外の部分） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ― 修正案を除く

原案可決
◯は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席　※議長（ー）は賛否同数以外は採決には参加しません。
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決
算
特
別
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た
以
下

の
８
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
審
査
及
び

現
地
踏
査
の
結
果
、
予
算
編
成
の
目
的
に

沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
原
案

ど
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

《
令
和
５
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
》

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

�

（
７
億
７
，２
９
９
万
４
千
円
）

　
・�

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼
品
お
よ

び
事
務
経
費

　
令
和
５
年
度　
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
お

よ
び
額
７
６
，６
８
３
件　
１４
億
５
，３
３
５

万
７
千
円
（
前
年
度
比
１
３
０
％
の
伸
び
）

�
　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業

�

（
１
億
７
，２
５
８
万
７
千
円
）

　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
に
対
す
る
支
援
策

及
び
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
費
用

　
◎�

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
給
付
金
支
給
事
業
（
６
，８
６

４
万
円
）

　
◎�

水
道
基
本
料
金
免
除
事
業　

第
２
弾

（
２
，９
０
４
万
円
）

　
◎�

誘
致
企
業
燃
料
費
等
支
援
事
業
（
２
，

３
２
１
万
１
千
円
）
な
ど
１８
事
業

　�

物
価
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
事
業�

（
２
億
１
，４
６
７
万
５
千
円
）

　
・�

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な
ど
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
の
支

援

　
◎�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業

（
１
億
５
，４
３
４
万
３
千
円
）

　
◎�

多
久
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
（
９
７
９
万
５
千
円
）
な
ど
５
事
業

　
ふ
る
さ
と
振
興
事
業�

（
１
８
４
万
円
）

　
・�

地
域
活
性
化
の
た
め
基
金
を
活
用
し
た
、

各
種
活
動
に
対
す
る
助
成
金

　
　

�

イ
ベ
ン
ト
事
業　
１１
件
（
66
万
円
）

　
　

�

人
材
育
成
事
業　
45
件（
１
１
８
万
円
）

��　
敬
老
事
業�

（
２
２
５
万
７
千
円
）

　
・�

市
内
最
高
齢
者
及
び
１
０
０
歳
到
達
者

へ
の
表
敬
訪
問
、
敬
老
祝
金
の
支
給

　
　

�

８８
歳
（
１
万
円
）１
５
９
人

　
　

�

１
０
０
歳
（
３
万
円
）
１０
人

　
　

�

１
０
１
歳
以
上
（
１
万
円
）
２１
人

　
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

�

（
１
，９
２
３
万
６
千
円
）

　
・�

児
童
の
健
康
の
増
進
や
、
情
操
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
相
談
及
び
指
導

　
　

�

令
和
５
年
度　
児
童
セ
ン
タ
ー
「
あ
じ

さ
い
」
利
用
人
数　
３
１
，３
８
５
人

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
事
業�

（
４
，２
８
６
万
３
千
円
）

　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

�

令
和
５
年
度

　
　
集
団
接
種　
３
，３
２
１
人

　
　
個
別
接
種　
５
，８
４
６
人

　
※�

令
和
６
年
度
以
降
は
定
期
接
種
化
さ
れ

ま
す

　
道
路
維
持
修
繕�

（
４
，７
６
０
万
８
千
円
）

　
・�

道
路
愛
護
助
成
金
と
し
て
地
域
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

　
市
内
全
域
で
１
５
２
件

　
※�

各
行
政
区
年
間
３
回
ま
で
申
請
で
き
ま
す

　
団
員
確
保
対
策�

（
８８
万
円
）

　
・�

消
防
団
員
の
確
保
推
進
の
た
め
、
啓
発

カ
ー
ド
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
度　
火
災
発
生
件
数

　
　

�

建
物
２
件
／
車
両
１
件
／
そ
の
他
火
災

６
件

決
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告

決算特別委員会報告
議案乙第２1号 多久市一般会計歳入歳出決算

議案乙第２２号 多久市給与管理・物品調達特別会計歳入歳出決算

議案乙第２３号 多久市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

議案乙第２４号 多久市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

議案乙第２５号 多久市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

議案乙第２６号 多久市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

議案乙第２７号 多久市病院事業会計決算

議案乙第２８号 多久市下水道事業会計決算
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図
書
館
主
催
事
業�

（
５
８
６
万
円
）

　
・�

図
書
館
に
親
し
み
を
持
ち
、
読
書
へ
と

導
く
た
め
の
事
業
、
ま
た
多
久
市
立
図

書
館
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度 
図
書
館
開
館
日 

２
８
７
日

　
　
来
館
者
数　
３
５
，４
９
６
人

　
　
お
は
な
し
会
（
通
年
）１
，０
７
１
人

　
　
田
川
清
美
展

　
　
４
月
２７
日
か
ら
５
月
１４
日
（
１８
日
間
）

�

３
，０
０
７
人

�《
付
帯
意
見
と
し
て
》

　
決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
、
今
後
改
善
あ

る
い
は
検
討
を
求
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
施

策
や
予
算
に
反
映
す
る
な
ど
、
適
時
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
付
帯
意
見
し
ま
し
た
。

歳
　
入

　
ま
ず
、
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
、
納
税

の
公
平
性
を
担
保
し
つ
つ
、
適
正
な
債
権
管

理
に
努
め
る
こ
と
。

　
次
に
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

交
付
金
制
度
継
続
の
た
め
に
、
ゴ
ル
フ
を
は

じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
事
業
に
交
付

金
の
一
部
を
活
用
し
て
い
る
の
で
、
納
税
に

関
わ
る
事
業
者
及
び
ゴ
ル
フ
場
利
用
者
に
対

し
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
活
用
状
況
を
周
知

し
、
制
度
の
堅
持
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
者
の
増
に
つ
な
が
る
よ
う
な

施
策
も
検
討
す
る
こ
と
。

歳
　
出

【
総
務
費
】

・�

防
犯
灯
設
置
補
助
に
つ
い
て
、
今
後
は
小

規
模
の
行
政
区
に
お
い
て
交
換
や
修
繕
な

ど
の
維
持
管
理
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
行
政
区
で
設
置
し
て
い
る
防

犯
灯
の
設
置
状
況
を
確
認
し
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
も
、
よ
り
良
い
支
援
方
法
を
検

討
す
る
こ
と

【
民
生
費
】

・�

生
活
保
護
の
扶
助
費
に
つ
い
て
、
生
活
保

護
は
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
る
。
被
保
護
者

の
資
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
個
々
の

事
情
に
応
じ
法
的
手
続
き
を
含
め
て
必
要

な
対
応
を
図
る
こ
と

【
農
林
業
費
】

・�

林
業
振
興
費
の
担
い
手
育
成
事
業
に
つ
い

て
、
林
業
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
森
林
の

荒
廃
を
防
ぎ
、
今
後
も
森
林
の
環
境
を
保

つ
た
め
、
様
々
な
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

担
い
手
の
更
な
る
育
成
に
努
め
る
こ
と

　

【
土
木
費
】

・�

公
園
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
相
当
な
年

数
が
経
過
し
弱
っ
て
き
た
樹
木
も
見
受
け

ら
れ
る
。
公
園
の
景
観
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
計
画
的
な
樹
木
の
植
え
替
え
を
含

め
た
管
理
に
努
め
る
こ
と

【
教
育
費
】

・�

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
恕じ
ょ
る
ー
む
」
の
運

営
に
つ
い
て
、
不
登
校
へ
の
対
応
は
、
子

ど
も
の
自
立
を
促
し
な
が
ら
集
団
生
活
に

対
応
す
る
た
め
の
力
を
育
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
の
た
め

に
も
十
分
な
支
援
体
制
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
様
々
な
適
性
に
対
応
し
た
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
費
用
を
確
保
す
る
こ
と

《
現
地
踏
査
に
つ
い
て
》

　
瓦
川
内
地
区
提
外
水
路
整
備
事
業
、
中
央

公
園
園
路
照
明
設
備
設
置
工
事
、
中
央
公
園

休
養
施
設
改
修
工
事
、
北
多
久
公
民
館
建
設

工
事
に
つ
い
て
４
箇
所
の
現
地
踏
査
を
行
い

ま
し
た
。

《
付
帯
意
見
と
し
て
》

　
付
帯
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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一般質問一覧表一般質問一覧表

市丸　勝義 議員
『子どもの貧困対策について』
『学校の今後の在り方について』

田渕　　厚 議員
『市有地について』

坂口　絹代 議員
『ヤングケアラーについて』
『若者支援について』

廣橋　時則 議員
『多久市グリーンパークについて』

渡島　幸司 議員
『部活動地域移行について』

香月　正則 議員
『人口減少の対策について』

彌冨　博幸 議員
『農業の現状について』

中島　慶子 議員
『防災・減災耐震対策について』
『充実の子育て対策について』

多久の

気になる

課題
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一般質問
市
丸
　
今
後
の
市
内
小
・
中
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
。

答
弁　
平
成
20
年
８
月
に
取
り
ま
と
め
を

さ
れ
た
最
終
答
申
の
、
市
内
３
つ
の
小
中

一
貫
校
の
３
校
体
制
を
現
時
点
で
は
維
持

し
て
い
く
方
針
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
丸
　
出
生
数
は
ど
の
よ
う
に
推
移
を
し

て
い
る
の
か
。

答
弁　
市
長
部
局
か
ら
教
育
長
へ
答
申
を

要
請
し
た
平
成
16
年
度
が
１
６
６
人
、
令

和
５
年
度
が
93
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
丸
　
子
ど
も
の
数
が
ず
い
ぶ
ん
減
っ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

ら
、在
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
数
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

変
化
に
対
応
し
、
市
長
部
局
と
教
育
委
員

会
で
日
頃
よ
り
議
論
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
の
出
生
数
も
鑑
み
、
子
ど
も

の
教
育
環
境
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、
文
部
科
学
省
の
手
引
な
ど
も
参

考
に
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

関
し
研
究
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
丸
　「
議
論
す
る
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
ま
し
た
。

学
校
が
持
つ
教
育
的
使
命
、
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
学
校
の
存
在
に
つ

い
て
、
き
ち
ん
と
整
理
を
さ
れ
た
上
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
整
備
し
て

い
く
の
か
。
少
子
化
の
流
れ
の
な
か
で
市

長
部
局
と
教
育
部
局
で
一
歩
進
ん
だ
議
論

を
さ
れ
、
必
要
な
時
期
に
適
切
な
対
応
が

取
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

市 丸 勝 義 議 員

今
後
の
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て

田
渕
　
市
有
地
の
保
有
状
況
と
管
理
状
況
は
。

答
弁　
市
が
保
有
い
た
し
ま
す
公
有
財

産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
財
産
と
普
通

財
産
に
区
分
さ
れ
、
市
が
保
有
す
る
市
有

地
は
行
政
財
産
が
、
２
０
３
万
５
，９
８

４
・６１
㎡
、
普
通
財
産
が
１
，０
３
６
万

１
，１
８
６
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通

財
産
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
市
内
２２
か
所

を
年
間
１
～
３
回
定
期
的
に
除
草
作
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
範
囲
な
箇
所
な

ど
に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
。

田
渕
　
地
域
の
人
か
ら
除
草
作
業
な
ど

の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
。

答
弁　
そ
の
都
度
現
地
の
ほ
う
に
出
向

き
、
状
況
を
確
認
し
た
上
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
早
急

に
対
応
で
き

な
い
場
合
で

も
、
作
業
方

法
や
そ
の
時

期
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を

し
、
相
談
さ

せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

田
渕
　
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
市
民
の
人
や
事
業
者
の
人
か
ら

利
用
し
た
い
旨
の
届
出
が
あ
れ
ば
、
状
況

を
確
認
し
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

は
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
売

却
希
望
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
状
況
を

確
認
し
、
案
件
に
よ
っ
て
は
市
で
組
織
す

る
市
有
地
利
活
用
対
策
会
議
で
協
議
を
行

い
対
応
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　
未
利
用
地
の
対
策
は
。

答
弁　
ほ
と
ん
ど
が
造
林
地
を
含
め
た

山
林
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
も
傾
斜
や
狭
小
な

ど
で
活
用
が
難
し
い
土
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
利
活
用
で
き
る
市
有
地

が
あ
れ
ば
、
市
有
地
利
活
用
対
策
会
議
の

中
で
協
議
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　
こ
れ
か
ら
の
対
策
は
。

答
弁　
売
却
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
土

地
に
つ
い
て
は
売
却
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
有
地
の
一
部
で
は
民
間
事
業
者
か
ら
の

意
見
や
提
案
を
求
め
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
を
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。 田 渕 　 厚 議 員

市
有
地
の
保
有
状
況
と

管
理
状
況
は
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一般質問
坂
口
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
庭
内

で
病
気
、
障
害
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
理

由
で
ケ
ア
が
必
要
な
家
族
を
持
ち
、
そ
の

ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
指
し

ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
に
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
で
支
援
を
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
自
身
と
そ
の
家

族
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
最
善
の
利
益
の
観
点
か
ら
個
別

に
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
ま
ず
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
周
知
を
図

り
、
社
会
全
体
が
こ
の
問
題
を
認
識
し
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
存
在
が
見
逃
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
社
会
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

坂
口
　
多
久
を
離
れ
て
い
く
若
者
が
多
い

中
、
単
身
の
若
者
に
対
し
て
の
支
援
は
。

答
弁　
単
身
の
若
者
に
対
す
る
支
援
と
し

て
は
、
親
元
同
居
増
改
築
補
助
金
・
地
方

創
生
移
住
支
援
金
・
佐
賀
く
ら
し
ス
タ
ー

ト
支
援
金
が
あ
り
ま
す
。

坂
口
　
昨
年
、
質
問
し
た
奨
学
金
返
済
補

助
な
ど
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
弁　
令
和
７
年
４
月
か
ら
新
た
な
定
住

政
策
の
検
討
を
行
う
際
に
、
こ
の
奨
学
金

返
済
制
度
も
一
つ
の
施
策
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

坂
口
　
多
久
市
内
か
ら
市
外
へ
通
勤
さ
れ

る
若
者
に
通
勤
手
当
助
成
金
な
ど
の
考
え

は
。

答
弁　
こ
の
通
勤
支
援
に
つ
い
て
は
制
度

設
計
が
非
常
に
難
し
い
と
今
現
在
考
え
て

い
ま
す
。

坂
口
　
一
度
多
久
を
離
れ
た
若
者
が
ふ
る

さ
と
多
久
へ
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う
、
他
の

市
町
に
先
駆
け
て
い
ろ
ん
な
手
を
打
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

坂 口 絹 代 議 員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

廣
橋
　
多
久
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
昨

年
４
月
に
北
多
久
の
上
揚
地
区
に
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
施
設
整
備
の
経
緯
と

利
用
者
の
状
況
は
？

答
弁　
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
天
山
の
建
設
工
事

に
伴
う
地
域
振
興
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
利

用
者
数
は
１
，８
０
７
人
で
、
使
用
料
収

入
は
、
合
計
３
０
２
，５
２
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

廣
橋
　
当
初
の
見
込
み
の
利
用
者
数
は
？

答
弁　
年
間
約
５
，０
０
０
人
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
。

廣
橋
　
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
人
員
と
人

件
費
ほ
か
運
営
経
費
は
？

答
弁　
職
員
は
４
名
体
制
で
、
人
件
費
は

約
１
，５
６
０
万
円
、
芝
の
管
理
な
ど
で

委
託
費
約
４
４
８
万
円
、
水
道
光
熱
費
は

約
８６
万
円
で
す
。

廣
橋
　
収
支
の
赤
字
は
想
定
の
範
囲
内

だ
っ
た
の
か
。

答
弁　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
交
流
人
口
の

増
、
地
域
活
性
化
を
図
る
施
設
と
し
て
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
誰
で
も
利

用
し
や
す
い
料
金
と
し
、
利
益
を
出
す
目

的
で
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

廣
橋
　
人
件
費
な
ど
経
費
を
合
わ
せ
る

と
、
年
間
僅
か
３０
万
円
を
稼
ぐ
の
に
２
，

１
０
０
万
円
以
上
も
か
か
っ
て
い
る
が
、

４
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
見
直
し
は
。

答
弁　
効
率
的
な
運
営
と
そ
れ
に
伴
う
適

正
な
人
員
配
置
の
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

廣
橋
　
第
１０
次
多
久
市
行
政
改
革
大
綱
で

も
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進
を
う
た
っ
て

い
る
。
運
営
を
指
定
管
理
者
に
委
託
で
き

な
い
か
。

答
弁　
効
率
的
な
運
営
を
検
討
す
る
中

で
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営

も
視
野

に
入
れ

検
討
を

進
め
て

い
き
た

い
と
考

え
て
い

ま
す
。

廣 橋 時 則 議 員

多
久
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に

つ
い
て
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一般質問
渡
島
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
令
和
７
年
度
よ
り
休
日
に
お
け
る

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
を
完
全
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
島
　
地
域
指
導
者
登
録
数
は
？
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
発
掘
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
１６
名
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
、
指
導
者
募
集
の
呼
び

か
け
を
改
め
て
行
い
、
可
能
な
限
り
複
数

体
制
で
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
島
　
教
職
員
の
兼
職
兼
業
は
。

答
弁　
兼
職
兼
業
願
の
申
出
に
よ
り
、
地

域
指
導
者
と
立
場
を
変
え
て
関
わ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

渡
島
　
地
域
移
行
を
進
め
る
際
に
主
体
と

な
る
の
は
。

答
弁　
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

渡
島
　
財
源
確
保
は
。

答
弁　
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

地
域
移
行
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
様
々
な
方
法
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

渡
島
　
活
動
場
所
に
集
ま
る
方
法
は
。

答
弁　
現
在
は
移
行
期
間
と
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
学

校
の
管
理
外
と
な
る
地
域
移
行
し
た
チ
ー

ム
の
活
動
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
る
段
階
で
す
。

渡
島
　
地
域
移
行
後
の
大
会
参
加
に
つ
い

て
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
出
場
し
て
い
た
大
会
に

参
加
で
き
な
い
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
関
係
の
協
会
、
連
盟
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

渡 島 幸 司 議 員

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

香
月
　
平
成
３０
年
と
令
和
５
年
の
自
然
動

態
は
。

答
弁　
平
成
３０
年
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
１
２

人
。
令
和
５
年
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
０
４
人

で
す
。
死
亡
者
数
が
出
生
数
を
上
回
っ
て

い
る
状
態
で
す
。

香
月
　
社
会
動
態
は
。

答
弁　
平
成
３０
年
は
、マ
イ
ナ
ス
１
０
１
人
。

令
和
５
年
は
、
マ
イ
ナ
ス
８８
人
で
す
。
転
出

者
が
転
入
者
を
上
回
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

香
月
　
死
亡
者
数
お
よ
び
、そ
の
要
因
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
死
亡
者
３
０
２
名
の

う
ち
、
が
ん
に
よ
る
要
因
の
割
合
は
２６
・

９
％
で
す
。

香
月
　
が
ん
の
予
防
対
策
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
集
団
検
診
を
各
町
公
民
館
、
毎
日

検
診
を
佐
賀
県
健
診
・
検
査
セ
ン
タ
ー
で
、

ま
た
個
別
検
診
を
県
内
の
登
録
医
療
機
関

で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ

て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
は
検
診
費
用

の
一
部
免
除
、
生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世

帯
に
は
全
額
免
除
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

香
月
　
企
業
誘
致
・
市
内
企
業
へ
の
支
援

策
は
。

答
弁　
誘
致
企
業
を
増
や
す
施
策
と
し
て

は
、
市
独
自
の
優
遇
制
度
に
よ
り
他
市
町

と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
と
連
携
し
た
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
の
支
援
策
と
し
て
は
、
事

業
者
に
対
し
、
市
、
金
融
機
関
、
信
用
保

証
協
会
が
連
携
し
て
、
金
融
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
久
市
商
工
会
が
行

う
経
営
指
導
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
企
業
へ
の
県
と
連
携
し
た
誘
致
活

動
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
商
業
経
営
基
盤

強
化
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

香
月
　
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　
希
望
す

る
情
報
を
選
択

し
、
受
信
で
き

る
よ
う
な
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報

発
信
な
ど
も
考

え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

香 月 正 則 議 員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
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一般質問
彌
冨
　
市
内
生
産
者
の
現
状
は
。

答
弁　
２
０
１
０
年
は
、
１
，０
１
２
人

で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
に
は
、
６
０

９
人
と
、
１０
年
間
で
４
０
３
人
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
６９
・６
歳
で
、

専
業
が
２９
・
６
％
、
兼
業
が
７０
・
４
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

彌
冨
　
生
産
現
場
の
実
情
は
「
減
反
は
継

続
せ
よ
・
水
田
を
畑
へ
奨
励
・
販
売
価
格

は
低
迷
で
再
生
産
不
可
能
・
希
望
が
持
て

な
い
・
生
活
の
維
持
が
出
来
な
い
」
な
ど

１０
年
間
で
４
０
３
人
も
減
少
と
い
う
こ
と

か
ら
も
厳
し
い
状
況
で
す
。
生
産
者
へ
の

支
援
な
ど
、
生
産
者
の
声
を
取
り
上
げ
た

関
係
部
署
へ
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

答
弁　
生
産
組
合
長
会
・
Ｊ
Ａ
な
ど
で
構

成
す
る
多
久
市
農
業
再
生
協
議
会
で
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
市
の
政
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

彌
冨
　
有
機
肥
料
製
造
を
、
市
と
し
て
天

山
地
区
共
同
衛
生
処
理
場
な
ど
へ
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
建
設
に
あ
た
り
検
討
さ
れ
た
が
、

住
民
の
同
意
・
環
境
面
を
考
慮
す
る
と
困

難
で
あ
る
と
の
結
論
が
出
て
い
ま
す
。

彌
冨
　
空
き
家
農
地
付
き
セ
ッ
ト
の
利
活

用
者
に
支
援
し
て
市
の
定
住
に
繋
げ
て
は

ど
う
か
。

答
弁　
現
状
で
も
農
地
付
住
宅
の
取
得
は

可
能
で
あ
る
定
住
助
成
制
度
は
あ
り
ま
す
。

彌
冨
　
食
料
自
給
率
向
上
の
国
民
的
合
意

が
必
要
で
は
。

答
弁　
全
国
市
長
会
と
し
て
も
認
識
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
食

料
自
給
率
向
上
の
対
策
を
農
水
省
な
ど
関

係
者
へ
伝
え
て
い
き
た
い
。

「
食
料
・
農
業
の
現
状
と
活
性
化
」

に
つ
い
て

彌 冨 博 幸 議 員

中
島
　
産
炭
地
で
あ
っ
た
本
市
で
は
長
屋

タ
イ
プ
の
住
宅
も
多
く
、
倒
壊
リ
ス
ク
の

高
い
耐
震
性
な
し
の
一
般
住
宅
戸
数
に
つ

い
て
の
把
握
は
。

答
弁　
多
久
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

３０
年
住
宅
土
地
・
統
計
調
査
の
結
果
に
よ

り
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
耐
震
性
を
有
し
て

い
る
借
家
を
除
く
住
宅
は
３
，５
９
０
戸

あ
る
と
推
計
を
し
て
い
ま
す
。
耐
震
化
率

に
つ
き
ま
し
て
は
６７
・
４
％
で
す
。

中
島
　
耐
震
化
を
行
う
申
請
者
の
経
済
的

な
大
き
な
負
担
を
軽
減
し
、
耐
震
化
を
進

め
や
す
く
普
及
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
受
領
委
任
払
い
制
度
を
３
月
議
会
で

検
討
す
る
と
の
事
。
そ
の
後
の
動
き
は
。

答
弁　
受
領
委
任
払
い
制
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
中
に
導
入
し
ま
す
。

充
実
の
子
育
て
対
策
と
し
て

中
島
　
給
食
の
現
状
と
給
食
費
の
納
入
状

況
は
。

答
弁　
現
在
は
３
校
に
１
，５
０
０
食
の

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
徴
収
率
は
、

近
年
、
９９
％
台
を
キ
ー
プ
し
て
お
り
昨
年

度
は
９９
・
６６
％
で
す
。

中
島
　
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
、
給
食

費
無
償
化
の
取
組
を
さ
れ
て
い
る
自
治
体

は
、
ほ
と
ん
ど
が
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の

活
用
で
無
償
化
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

給
食
費
無
償
化
の
お
考
え
は
。

答
弁　
給
食
に
関
す
る
経
費
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
法
第
１１
条
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
給
食
に
関
わ
る
人
件
費
や
施

設
設
備
費
は
市
町
村
な
ど
の
学
校
設
置
者

が
負
担
し
、

そ
れ
以
外
の

食
材
費
な
ど

は
保
護
者
の

負
担
と
明
記

さ
れ
て
い
ま

す
。
給
食
費

は
食
材
費
分

と
な
り
ま
す

の
で
、
保
護

者
負
担
が
原

則
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

中 島 慶 子 議 員

防
災
・
減
災
耐
震

対
策
に
つ
い
て
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意見書第 １号につきましては、慎重に審議を行った結果、全会一致により可決しました。
意見書第 ２号につきましては、原案の一部を修正し、賛成多数により可決されました。

少人数学級・教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書
記

１．�中学校・義務教育学校後期課程での３５人学級を早急に実施すること。また、さらなる学級編制標準の引き下げ等
少人数学級について検討すること。

２．�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を
推進すること。

３．�自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削除は行わないこと。
４．�教職員の処遇について、新規採用を持続的に確保し、専門性を発揮し意欲をもって働くことができるよう、改善

に必要な財政措置を講じること。
５．�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を

引き上げること。
� （一部抜粋）

地方財政の充実・強化に関する意見書
記

１．�社会保障の充実、地域活性化、ＤＸ化、脱炭素化、物価高騰対策、防災・減災、地域公共交通の再構築など、増
大する地方公共団体の財政需要を的確に把握するとともに、それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にと
どまらない、より積極的な地方財源の確保・充実をはかること。

２．�とりわけ、子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、より高まりつつある社会保障ニー
ズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、引き続き、地方単独事業分も含めた、十分な社会保障経費
の拡充をはかること。とくに、これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の取り組みを十分に支える財政措
置を講じること。

３．�政府が減税政策を行う場合、地方財政に影響が出ないよう、その財源は必ず保障すること。その際は、「国と地
方の協議の場」を活用するなどし、特段の配慮を行うこと。

４．�「地方創生推進費」として確保されている １ 兆円については、現行の財政需要において不可欠な規模となってい
ることから、恒久的財源としてより明確に位置付けること。

５．�会計年度職員においては２０２４年度から勤勉手当の支給が可能となったものの、今後も当該職員の処遇改善や雇用
確保が求められることから、引き続き、その財源需要を十分に満たすこと。

６．�自治体業務システムの標準化・共通化にむけては、その移行に係る経費と、移行の影響を受けるシステムの改修
経費まで含め、デジタル基盤改革支援補助金を拡充するなど、引き続き必要な財源を保障すること。また、戸籍
等への記載事項における「氏名の振り仮名」の追加など、ＤＸ化にともない地方においてシステム改修や事務負
担の増大が想定される際は、十分な財政支援を行うこと。

７．�地域の活性化にむけて、その存在意義が改めて重視されている地域公共交通について、公共交通専任担当者の確
保を支援するとともに、子ども・子育て政策と同様、普通交付税の個別算定項目に位置付け、一層の施策充実を
はかること。

８．�人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地方交付税の財源保障機能・財政
調整機能の強化をはかること。

� （一部抜粋）

意 見 書
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まちのひと
No.2－多久で見つけた－

あッ!

【議会報告会開催のお知らせ】【議会報告会開催のお知らせ】

▲昨年の議会報告会の様子

11月12日㈫ 東多久公民館
北多久公民館

11月13日㈬ 納所交流センター
西多久公民館

11月14日㈭ 南多久公民館
多久公民館

※いずれも開催時間は19時からです。

　議会報告会を下記の日程で開催します。議会の活動報告
を行った後、参加者の皆さまと意見交換を予定しています。

Ｑ.起業したキッカケは
Ａ.�長年、趣味で革製品を作ってきて、15年前に事
故に遭い、車いす生活になり仕事としてスター
トしました。

Ｑ.多久の好きな所
Ａ.�人が親切なところ。障害者の自分は、本当に助
けられている。

Ｑ.多久市に望むこと
Ａ.�車いすでも乗れる、ふれあいバスを運行して欲しい。

Ｑ.更なる夢
Ａ.�今より大きな店舗を作って商品を展示・販売したい。

社　　名　CRAFTING LEATHER HARU
住　　所　東多久町大字別府４７３０番地4
氏　　名　百崎　春雪（55歳）
営業時間　14：00～18：00
定 休 日　なし
電話番号　090-3606-0984
コンセプト　一生使い続けられるものづくり

　色々な革製品を作っているので、みな
さんぜひご来店ください。

一言メッセージ一言メッセージ

※
今
号
の
『
論
語
大
学
』
は
休
止
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インターネット動画配信中！
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